





















































































































































































































































































































































































合　計 8,187.653 合　計 8.187.653
　注）数値は一部に整合を欠くが原史料のまま。
出典）明治11年　西浦屋大阪店「店卸勘定帳」より作成。
かった。仕入付随費のなかに「三河運賃255円 2 銭 2 厘」が計上されており，
新興海運勢力の内海船によって大阪に回漕していたことを示している。


























































































西浦屋東京店の明治 9 （1876）年の店卸勘定帳の表勘定（損益計算書 表














































































































































































































































































































































1874年 1875年 1876年 1877年
明治 7 年 5 月
　～ 8 年 4 月
明治 8 年 5 月
　～ 9 年 4 月



























































































































































































































































































































































































〔大阪売合計〕 （7,533円10銭） （6.202円82銭 3 厘） （3,129円86銭） （10,259円55銭 8 厘）

















明治初期の本店の総売上総額は明治 9 年は 1 万2257円26銭でやや少な








































































































向けの移出高は年間凡そ，31万俵，このうち江戸売り 6 万俵，関八州 5 万
俵，大坂 3 万6000俵で中央市場への移出が半数を占めていた。九州各地
への近国売り「内旅陶器」が 4 万6000俵，この他，「筑前商人買高20万俵，







伊万里からの有田焼の移出先は大別すると次の 3 系統になる。（図 2 参
照）。




















































1 久徳丸 紀州 とんだ 慶応元年 7 月15日
2 住吉丸 播州 魚崎 嘉永 4 年 7 月14日 秋田
3 住恵丸 芸州 二保嶋 文久元年 4 月 7 日
4 住恵丸 芸州 二保嶋 　　同年 5 月21日
5 住力丸 久賀 明治31年 8 月 4 日
6 祇園丸 防州 別府 文久元年 4 月26日
7 大田屋 宮市 明治 4 年 5 月 8 日
8 大田屋 宮市 　　同年 7 月25日
9 神力丸 富の海 明治 4 年 5 月 8 日
10 神力丸 富の海 　　同年 7 月25日
11 住福丸 佐野 天保 8 年 4 月 3 日
12 玉宮丸 天保 9 年 4 月 1 日
13 天神丸 長州 小串 天保 6 年 6 月26日
14 住吉丸 見嶋 安政 4 年 7 月 2 日
15 久福丸 伊予 西条大嶋 慶応元年 7 月15日
16 蛭子丸 明治12年 6 月11日
17 長久丸 大井新町村 明治15年 9 月 4 日
18 弁天丸 豊後 佐ケの関 明治12年 9 月20日
19 虎市丸 筑前 残嶋 寛政 7 年 3 月 9 日
20 八幡丸 博多 文久 3 年 2 月19日
21 天神丸 柏原浦 天保 4 年 3 月 6 日
22 山口屋 わき田浦 寛政10年 4 月10日
23 永福丸 肥前 大村 文政 8 年 6 月14日
24 住徳丸 安政 4 年 5 月13日
25 蛭子丸 安政 5 年 6 月19日
26 住栄丸 浜崎村 明治15年 5 月 5 日
27 仙田屋　 伯州 浜の目渡り 天保 6 年 8 月 9 日
28 勇徳丸 上道村 嘉永 2 年 8 月24日
29 泰徳丸 淀江 明治25年10月29日
30 寿宝丸 泊り 明治21年 9 月21日
31 栄運丸 因州 気多郡船磯 文久 2 年 9 月20日
32 寛徳丸 明治14年10月14日
33 秀恵丸 田後村 明治15年 8 月10日
34 金毘羅丸 但馬国 居組村 文政 7 年 6 月 8 日
35 住栄丸 明治15年 5 月 5 日
36 蛭子丸 諸寄村 明治11年11月21日
37 明神丸 文政 6 年 6 月16日
38 明吉丸 明治11年11月23日
39 長永丸 明治13年 6 月14日
40 幸福丸 明治14年 7 月 7 日 越後
41 明力丸 明治 9 年 9 月 9 日
42 明寿丸 明治14年 6 月10日
43 明治丸 明治 9 年 9 月15日
44 天王丸 浜坂村 弘化 3 年 6 月11日
45 天王丸 一日一村 天保15年 5 月29日
46 田中七三郎 明治21年 8 月18日
47 今西長七 柴山 文久 4 年 8 月15日
48 明栄丸 明治 9 年11月13日





























































50 永福丸 訓谷村 嘉永 4 年 9 月18日
51 弁天丸 明治 9 年 8 月29日
52 明宝丸 明治27年 4 月21日
53 明神丸 竹ノ原村 明治16年 4 月 6 日
54 安栄丸 明治27年 5 月13日
55 久福丸 明治15年 6 月 4 日
56 さいはい丸 明治19年11月21日
57 住吉丸 文政 9 年11月 1 日 三国
58 昌栄丸 万延元年 8 月12日 三国
59 順栄丸 元治元年 6 月19日 越後
60 万徳丸 天保 9 年 5 月 6 日
61 明神丸 明治16年 7 月 4 日
62 嘉永丸 小嶋 明治11年 9 月25日
63 幸飛丸 明治25年12月 5 日
64 黄帝丸 瀬戸村 安政 4 年 5 月21日 越後
65 永徳丸 文政 8 年 3 月 3 日 越後
66 長寿丸 文政 8 年 3 月 3 日
67 幸永丸 文政 9 年11月 1 日
68 八幡丸 文政 8 年 3 月 3 日
69 松徳丸 津居山 天保10年 8 月21日
70 松徳丸 天保11年 3 月15日
71 白山丸 気比 明治 9 年 9 月 1 日 庄内
72 白山丸 明治 9 年 9 月27日
73 蛭子丸 丹後 湊 明治 9 年 7 月25日
74 永徳丸 いそふ 天保13年 6 月15日
75 幸一丸 間人 明治21年 7 月 6 日
76 万福丸 天保13年 4 月29日
77 八尾丸 天保13年 6 月15日
78 永保丸 宮津 天保 6 年 7 月27日
79 山王丸 慶応 3 年 6 月 6 日
80 順風丸 明治 7 年 8 月27日 庄内
81 伊勢丸 文化8年 9 月 1 日
82 寿徳丸 明治18年 6 月30日 加賀
83 松寿丸 若狭 高浜 明治 9 年11月29日
84 聖天丸 早瀬 安政 3 年 4 月17日
85 金毘羅丸 明治 9 年11月 6 日
86 財宝丸 越前 海浦 天保 9 年 6 月19日
87 三社丸 明治11年11月21日
88 神福丸 かもうら 明治27年10月 9 日
89 永福丸 大丹生浦 明治15年 6 月 4 日 三国
90 天神丸 左右村 明治16年 6 月 5 日 因幡
91 安祥丸 三国 明治10年 3 月28日
92 幸日丸 安政 3 年 2 月20日
93 久昌丸 嘉永 6 年 2 月26日 三国
94 松栄丸 新保 嘉永 5 年 4 月21日 能代
95 安祥丸 明治15年 3 月28日
96 雲征丸 明治30年 4 月16日
97 豊年丸 安嶋 明治16年 4 月27日
98 寿徳丸 崎浦 文久 4 年 4 月25日 本庄
99 栄徳丸 吉崎 天保15年 7 月10日 庄内
100 喜宝丸 加州 塩屋浦 嘉永 5 年 5 月22日
101 両徳丸 瀬越浦 明治22年 4 月 7 日

















































→ ○焼物 （→松前） ★天保 7 年←松前
← ○焼物 →
← ○焼物 →（庄内） 松前 ★天保15年→
→ ○焼物 （→）
→ ○焼物 松前 ★天保 6 年←●九州米
→ ○焼物 松前 ★大坂道頓堀⇔松前
236
103 住吉丸 安政 2 年 5 月25日 松前
104 春日丸 金石 (宮越) 天保 5 年 9 月12日
105 宝喜丸 天保 6 年 9 月 9 日
106 長徳丸 安政 3 年 4 月29日 越後
107 通福丸 嘉永 6 年 3 月 5 日
108 福一丸 天保 5 年 9 月12日
109 貫寿丸 弘化 4 年 7 月29日
110 貫吉丸 安政 4 年 2 月20日
111 幸生丸　 明治10年 5 月14日
112 幸生丸　 明治11年10月19日
113 叶丸 天保11年 2 月21日
114 宝善丸 天保11年 9 月13日
115 加宝丸 天保11年 9 月19日
116 加宝丸 天保12年 4 月19日
117 観音丸 天保12年 4 月19日 越後
118 寿栄丸 嘉永 5 年 9 月 3 日
119 長徳丸 天保13年 9 月13日
120 龍久丸 天保15年 9 月10日
121 幸吉丸 安政 4 年 4 月 1 日
122 宝力丸 明治 2 年10月17日





128 幸寿丸 安宅 文政 6 年 3 月30日 新潟
129 冨栄丸 文政12年 5 月15日 本庄
130 金袋丸 明治24年 4 月20日
131 扇寿丸 嘉永 2 年 3 月23日 加賀
132 扇寿丸 明治20年 9 月25日
133 長福丸 相河村 明治20年10月19日
134 仁吉丸 明治27年 5 月19日
135 寿福丸 湊 弘化 5 年 9 月18日
136 栄春丸 文久元年 9 月 9 日 松前
137 幸福丸 能州 輪嶋 文久 4 年 2 月19日
138 四十物屋 羽喰 文政 6 年 7 月 4 日
139 柳瀬屋 文政 6 年 7 月 4 日
140 長栄丸 天保15年 8 月23日 松前
141 祝丸 明治 7 年 7 月29日
142 平安丸 明治14年 6 月23日
143 平安丸 明治14年10月 8 日
144 稲荷丸 明治14年 5 月29日
145 稲荷丸 明治15年 6 月11日
146 久福丸 明治14年 6 月 9 日
147 神通丸 柳瀬出村 天保 7 年 3 月27日
148 神通丸 天保 7 年 8 月11日
149 住吉丸 川尻大念寺新村 明治16年 4 月15日
150 永宝丸 七尾 嘉永 4 年 5 月28日 能州
151 永徳丸 安政 4 年 5 月 4 日
152 松栄丸 弘化 4 年 4 月19日 加賀
153 弁天丸 今浜 弘化 4 年 5 月 4 日
154 宝力丸 嘉永 7 年 4 月20日 越後
























































156 宝力丸 赤神 明治 9 年 9 月13日 松前
157 明徳丸 明治 9 年 6 月28日
158 大神丸 安政 3 年 8 月25日
159 幸慶丸 福浦 天保11年 5 月 9 日
160 松尾丸 越中 古府 文化元年 4 月23日
161 順喜丸 六渡寺 嘉永 2 年 4 月22日
162 吉福丸 文久 4 年 7 月 3 日 津軽
163 幸徳丸 放生津 文久 3 年 6 月 9 日
164 宮寿丸 天保14年 4 月19日 本庄
165 又栄丸 伏木 天保 5 年 5 月29日
166 大祥丸 明治 7 年10月12日
167 大祥丸 明治20月11月 1 日
168 高徳丸 明治11年 6 月 7 日
169 寿徳丸 西水橋 天保 7 年 6 月 8 日
170 永保丸 西岩瀬 嘉永 3 年 2 月23日 富山
171 長吉丸 明治23年 7 月 6 日
172 久吉丸 越後国 今町（直江津） 文政 7 年 4 月16日 越後
173 長栄丸 天保 9 年 8 月23日 松前
174 保徳丸 弘化 5 年 8 月18日
175 興市丸 嘉永 7 年 7 月 4 日 越後
176 幸徳丸 安政 3 年 3 月 9 日 越後
177 幸徳丸 安政 3 年 4 月14日 越後
178 清徳丸 寺泊 明治10年 9 月 7 日
179 福吉丸 柏崎 嘉永 4 年 7 月 6 日 加賀
180 正徳丸 明治12年 4 月 7 日
181 青運丸 沼垂町 明治14年 8 月28日
182 清徳丸 新潟 嘉永 2 年 3 月 9 日 越後



















→ ○焼物 → ●平沢米
← ○焼物 →（津軽） ●米
→ ○焼物






← ○焼物 →（富山・越後） ●米
→ ○焼物
← ○焼物 →（越後） ●米
← ○焼物
→ ○焼物
← ○焼物 →（越後） ●米
← ○焼物 →（越後） ●米
← ○焼物 →（越後） ●米
← ○焼物 →
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伊万里 大阪 名古屋 多治見
武富家 西浦屋 土佐屋 西浦屋
出羽 山形 大和屋惣右衛門 ○ ○ ○
越後 三条 神子屋貞助 ○ ○
〃 新潟 播磨屋勘三郎 ○ ○
〃 〃 布屋忠吉 ○ ○ ○
〃 〃 亀屋十蔵 ○ ○
〃 〃 三国屋喜助 ○ ○
〃 〃 寺田屋善次郎 ○ ○
〃 〃 内藤屋権兵衛 ○ ○
〃 〃 植木屋長右衛門 ○ ○
〃 〃 伏見屋岩蔵 ○ ○
越中 高岡 中村吉五郎 ○ ○
出雲 松江 森脇屋儀兵衛 ○ ○ ○
長州 下関 原屋清右衛門 ○ ○
〃 〃 筑前屋嘉十 ○ ○
〃 〃 虎屋安兵衛 ○ ○
土佐 高知 才善屋治平 ○ ○
讃岐 高松 坂本屋常右衛門 ○ ○ ○
〃 〃 万屋嘉助 ○ ○
〃 〃 糸屋喜助 ○ ○















































































































































































































（55）　安政 6 年11月「新潟表産物類取調書付」（『新潟市史』資料編二，近世 1 ）594頁。
（56）　天保期の問屋株仲間解散後，嘉永期の再興にあたり，幕府が公許した十組問屋の
特権と藩専売仕組への加入による特権は共存した関係であったが特に江戸瀬戸物問
屋の場合，主要商品（有田焼・瀬戸美濃焼）の仕入ルートを確保するために佐賀
藩・尾張藩・紀州藩の藩陶器専売仕組への加入が経営上，重要であった（山形万里
子「藩陶器専売制と江戸瀬戸物問屋の再編」『市場史研究』第18号，1998年）。一方，
大坂市場では問屋と仲買の区分が曖昧で，また取り扱う焼物の産地別に陶商は専業
化する傾向があった。畿内周辺には焼物産地が多数あり，大坂陶商にとって藩陶器
専売仕組加入による仕入独占の特権の意義は江戸市場とは異なっていた（山形万里
子「大坂・江戸における陶磁器流通」『藩陶器専売制と中央市場』第 5 章）。
